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 Active 制御用小翼列を主翼に搭載した実証機体を Fig. 1 に示す．この機体は市販品（Kyosho 
Calmato alpha 40 EP/GP）であり，小翼列を搭載する主翼は新たに設計・製作し直した．機体緒元
を Table 1に示す． 
 
Fig. 1. An RC airplane with VGs for active control. 





25%翼弦に 65 mm間隔で片翼 8個配置した．Fig. 2と Fig. 3に VG形状と外観を示す．主流速度は
Length 1300mm 
Span 1600mm 
Wing chord length 270mm 
Maximum wing thickness 40.4mm 
Wing section Original semi-symmetry 




離着陸時の機体速度を考慮して約 7.7 m/sとし，翼弦長に基づくレイノルズ数は 0.14×106である．
VG振動数は，使用したサーボモーターの最大定格である 3.5 Hzとなっている． 
 
 
Fig. 2. Shape of the VG. 
 




Active 制御による実機空力データを取得した．Fig. 4 に小翼列 Active 制御の有無による揚力係数
CL および抗力係数 CD の比較を示す．本学における二次元翼模型を用いた力計測では，小翼列
Active制御によって揚力係数が 8 %向上し，失速迎角は 3°増加する結果が得られていた[2]．一方
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ンク機構を併用することで最大 28 Hzでの往復振動が可能である．Fig. 6に今回使用した VG形状
を示す．これまで用いてきた形状をオリジナルと称し，新たに形状 A，B，Cを追加した．これに
よって形状効果と撹乱周波数効果を比較し，剥離遅延効果の撹乱周波数に対する依存性を検証し
た．なお，Table 2に各形状の目的を示す．主流速度は約 9 m/sであり，翼弦長に基づくレイノル
ズ数は約 0.3×106である．VG の状態に関しては，流れに対して 0°および 25°傾斜させた静的








Fig. 6. Shapes of the VGs. 



















状態および VG形状における速度回復率を Table 3に示す．流れを横断する方向の広範囲において
撹乱周波数が増加するほど速度回復率の上昇が見られる．VG25°固定に関しては，流れに対して






























から 20 mmの範囲で VG振動数 3.5 Hzのとき最も強い乱れが生じている．そこで，Table 3におけ
る同様の計測範囲の速度回復率と比較すると，速度回復率の高さと乱れ強さには相関関係は無い．
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